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静問地学第 62号 (1990)

出南麓の発掘遺跡、より出土した
石器の地学的考察

関人閑語一地学こぼれ話 (15)

ノトj[1賢之輔*

発掘遺跡などから出土した、石器や土器などの地学的考察結果から、石器や土器などの原材料の、

産地や製造された場所などを解明し、文化史研究に寄与しようとする試みは、すでにしばしば行われ

てきた。本誌上にもかつて、高橋豊会員による出土石器の黒躍石の地学的研究の報文や、

による出土土器の地学的研究の報文が掲載された。
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経を書写して石経塚に納めたのは、報告書によれば、宝永 4年 (1707) の富士火山の活動による大地

に対する恐れと、このような天変地異が再び、起こらないことを願うため祈ったことが根源

であろうという O

は、道路拡幅に伴い、二基の石仏像を移転することになり、その工事の際、石仏の台座の下か

ら発見された。発見された石経の総数は 52，830偲余で、個々の小石にはすべて一宇ずつ経文の文字が

れているが、 きたのは 8，387個で全体の 16%であった。
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したのは、文字の書かれたものばかりであったから、 8，387個であったようである O

石経の擦の岩質は、打製石斧の砕片 1{間@富士火山の火山弾の砕片 1個のほかは、河川擦の

@砂岩@硬砂岩@輝緑岩@花樹岩類@閃緑岩類@花嵩斑岩をふくむ斑岩類@ヒン岩類@安

山岩類@わずかの玄武岩類@千枚岩および緑色変成岩類などで、使用目的から機種に無関係に採集し

たものとおもわれる O

鑑定の対象となった石経の大きさは、 5 cm内外の亜円擦ないし角擦に近い亜円撲で、比較的円

磨度がひくい河川擦である O

報文中には、“図-8写経石お材及び法最表"が掲載され、“経石石材構成表"と“法量表"とが図

されている O 前者は、扇形グラフで表現され、原材料の産地と機種のパーセンテージを表現しであ

るO 後者は、各擦の長径@短径を示す、磯径ドットグラフで表現しである O 計測結果は別として、前
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者の機種表は、全体の 62.8%を安山岩としていることからもわかるように、かなり信用度が低いもの

と推察される O

石経の原材料の採集地は、擦の諜質@擦の形態@地域住民の行動半径の推察および、他の地域で発

見された石経の擦の機質@擦形などを比較考察した結果、ほぽ富士j[[と断定して差し支えないものと

推察される O その地点は、二股地域から約 8km西方の、沼久保付近の富士川河原であろう O

山麓の他地域から産出した石経については、昭和 25~26 年代に、富士市伝法地域出土のものを

見たことがある O 石経は 1倒で、考古学会の中野間雄氏が、富士市伝法の畑で見付けたものであると

いう O 中野氏によれば、付近一帯で何個か見付かっているという O しかしながら、現在では付近一帯

は著しく都市化がすすみ、住宅が密集しているために、今後石経の発見は著しく困難とおもわれる O

この石経は嬬平な円礁で、擦は長径 3.5cm内外@円形に近い楕円形で、厚さ約 8mm内外の、よく

水磨を受けた円擦であった。石経の擦の岩質は、第三系源の間結のすすんだ細粒砂岩で、富士山河川

擦の調査結果から、官士)11中流右岸に注く¥早川水系の擦が運搬されてきたものと推察される O

この石経の原材料の擦の採集地点、は、水擦の特徴から、河川礁ではなく、海浜礁であるものと

され、遺跡に関与した地域住民の行動半径や、田子の浦砂丘の研究結果から、

和放水路排水口付近周辺と推察して悲し支えないものとおもわれる O

この石経の写経の文字は墨書であるため、文字の炭素が擦を風化から守り、文字が石の面より浮き

あがって、あたかも彫刻されたかのように高まっている O

打製石器

に先立つ 、問所所

を依頼された。試料の石器は、大小各種の打製石斧が数

襟、「絶対に割ったり欠いたりしては困るJと厳しく条件が

蔵の、 より した

と、数十個の石匙とであって、

つけられた。

周知のように、富士山麓の遺跡から出土した石器は、ほとんどすべて コーティングによっ

が黄灰色を呈している O 従ってどの試料もみな、表面から肉眼的に岩石内部の岩質を調べることは不

におもわれた。このコーティングは、長く火山灰土に埋もれていた石などの一般的な特徴で、お

そらく付着した火山灰が風化して、含まれた鉄分が酸化し、薄いコーティングの皮膜として関著した

ものと

試料を

される O

く てみると、試料の多くはそれぞれ一小部分のどこかが、

は、岩質は一見繰密質(無斑品質)溶岩、たとえ

溶岩流の、曾比奈溶岩流 Iの溶岩の岩石に相当するのではないかと思われてきた。

そこで双眼実体顕微鏡を用意して、試料の欠損部をズーム装置で適当に拡大し、

して欠けているこ
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較的容易に目的をはたすことに成功した。

まず、欠損部分が大きい試料を選んで検鏡した結果、岩質は、暗紫紅色ないし紫黒灰色を

あることが判明した。作業が進展するにつれて、試料の岩質は総て間質であると

が得られた。
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